
（別紙３）

～ 令和7年　12月　12日

（対象者数） １８名 （回答者数） １８名

～ 令和7年　12月　12日

（対象者数） 7名 （回答者数） ７名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・おたよりやＳＮＳ等を通して情報共有をさらに充実さ

せていく。今後も活動の様子を発信して、事業所での過

ごし方を周知していく。

2

・今後はタイピング検定等を積極的に受けられる体制を

強化していく。

・将来の就職活動につながるような取り組みを行ってい

く。

3

・今後も意識して、保護者に寄り添った事業所作りを

行っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・参加しやすい曜日や時間帯、参加してみたい内容など

を保護者にアンケートを実施したので、年間スケジュー

ルをたて、『参加しやすい』『参加してみたい』内容と

なるよう計画していく。

・R８.4～定期的に開催を行う予定を計画し、保護者周

知を行った。

2

3

○事業所名 イルミナキッズ太田

○保護者評価実施期間
令和7年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和7年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和８年　2月　27日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

・ご家族やお子様が安心して通う事のできる環境作り ・ご家族及びお子様が安心して利用できるように、状況

報告や面談、活動内容や変更事項の説明を丁寧に分かり

やすく行っている。

・開所して間もない為、保護者会やペアレントトレーニ

ングなど、保護者同士の交流の場が十分に設けられてい

ない。

・今現在の発達等の困りごとへの支援のみならず、将来

を見据えた取り組み（パソコンを使ってのタイピングや

プログラミング経験）

・日々の支援の中に、タイピング・プログラミングを経

験できる時間の設定を行っている。

・自己肯定感を高める意識が自然に身につくよう、取り

組んだ内容を記入・記録し日々チャレンジしてもらって

いる。

・相談がしやすい環境作り ・保護者がいつでも相談できるよう門戸を開いて、時間

や場所の提供を行っている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・今年度は2回の座談会を実施したが、ペアレントト

レーニングや保護者会を定期的に開催し、スケジュール

をわかりやすく公開して参加しやすい環境と意見交換の

場が必要と考える。

事業所における自己評価総括表公表


